












































































山道  シディガ ヤマミチニ 死出の山道に 
お ま
御待ちしゆん てやり ウマチ シュン ティヤリ お待ちしていると、 
(手水274上) 










次しやべら 。 ウトゥイツィジ シャビラ 。 お取次ぎしましょう。 
(忠士91下) 





供しやべら 。 ウトゥム シャビラ 。 お供しましょう。 
(忠士105上) 








遊で、 ウゥドゥイハニ アスィディ、 踊り跳ね遊んで、 
御祝ひしやべら 。 ウユウェ シャビラ 。 お祝いしましょう。 
(忠士109上) 




















舞もすらぬ 。 ウミメーン スィラン 。 お見舞いもしていない。 
(万歳304下) 




















拝め。 ミスィク チチウゥガミ。 しかと聞きなさい。 
(銘苅子134上) 
話手＝銘苅子 主語＝なし子(我が子) 補語＝上使(目上)？ 
(6b)チチウゥガミュン② 




































度々御意見 タビタビ グイチン たびたびご意見を 
おんにゆけらむで、 ウンニュキランディ、 申し上げようと、 
(大川208下) 












事みおんにゆけて ､ グフィジ ミュンニュキティ ､ ご返事を申し上げて、 
(手水276下) 























事 ユシアシヌ グフィジ よしあしのご返事を 
おしやげらんしゆもの、 ウシャギラン シュムヌ、 さしあげたいので、 
(大川199下) 
話手＝乙樽 主語＝乙樽 補語＝谷茶の按司(目上) 
 
(10)グフィジ アギユン(用例数1) 
夫の仏事うちなち、 ウゥトゥヌ ブツィジ ウチナチ、 夫の仏事を済ませてから、 
御返事上げらの グフィジ アギラヌ ご返事をさしあげたいとの 
(大川208上) 



















































為に ウマンチュヌ タミニ 人民のために 
いのち
命 おしやげらば 、 イヌチ ウシャギラバ 、 命をさしあげたなら、 
(孝行140下) 





来やあべたる。 ユシリヤイ チャービタル。 うかがって来ました。 
(忠士80下) 









拝で、 ウフリーユ ウゥガディ、 お触れを拝見して、 
(忠士91上) 










拝ま 。 ワカアジユ  ウゥガマ 。 若按司にお目にかかろう。 
(忠士101上) 
話手＝波平大主 主語＝波平大主 補語＝若按司(主君の子･目上) 
 
(14)ウンニュキユン(用例数21、「ミュンニュキユン」を含む) 
思ひきはめやり、 ウムイ チワミヤイ、 思いを極めて、 
おんによけるばかり、 ウンニュキル バカリ、 申し上げるばかり。 
(忠士86下) 











目かけれ 。 ウゥドゥティ  ウミカキリ 。 踊ってお目にかけなさい。 
(花売284下) 


















やぐさめどあすが、 ヤグサミドゥ アスィガ、 恐れ多いが、 
ねげ
願よみおんによけら｡ ニゲユ ミュンニュキラ｡ 願いを申し上げよう。 
(忠士95上) 













天に ウシュガナシティンニ 国王様に 
みおんみゆけてからや ミュンミュキティカラヤ 申し上げてからは 
(孝行153下) 






知らぬ アー、ウトゥルシャン シラン ああ、恐ろしさも知らず 














事 タダイマヌ グフィジ 早速のご返事を 
みおんにゆけれてやり ミュンニュキリ ティヤリ 申し上げよとの 
(手水270下) 























金。 アヌ シューカラ グフービチン｡ あの方からの御褒美金。 
たうたう、かめれかめれ｡ トートー、カミリ カミリ｡   さあ頂戴しろ頂戴しろ｡ 
(花売288上) 








美すでゆすや グフービ スィディユスィヤ ご褒美をいただくのは 
(忠士95上) 




























目さましがらめけよ 。 ウミサマシ ガラミキユ 。 お目を覚まさせ奉れよ。 
(万歳316下) 




急ぢ思子 イスジ ウミングヮ 急いで若君様の 
御供がらめきやり、 ウトゥム ガラミチャイ、 お供をたてまつって、 
(大城崩226上) 

























み や だい り
御奉公 アジガナシ メデイ 按司加那志のご奉公を 
がらめきもすらぬ、 ガラミチン スィラン、 たてまつりもしないで、 
(忠士95上) 










宿んかへ マズィ ヤドゥンカイ まずは宿へ 
おんつかひしやべら。 ウンツィケー シャビラ。 お招きしましょう。 
(銘苅子134上) 
話手＝銘苅子 主語＝銘苅子 補語＝上使(目上) 
 
(23)ミュンツィケー ウゥガミュン(用例数1) 






遣 拝みやべら 。 ミュンツィケー ウゥガミャビラ 。 お招きいたしましょう。 
(大川222下) 
話手＝村原のひや 主語＝村原のひや 補語＝若按司(目上) 
 













歳の御果報 トゥヒャクセヌ ウガフ 千年の御果報を 












此宿のうちに クヌ ヤドゥヌ ウチニ この宿のうちに 
もの
物しられしやべら ムヌシラリ シャビラ ご案内を乞いましょう。 
(執心53下) 
















司みやだいりしゆすど アジメデイ シュスィドゥ 按司へのご奉公をするのが 
(銘苅子131下) 






















合をがで 、 キユヤ  ッウィチェ ウゥガディ 、 今日はお会いして 







































































































入やうれ 。 イヨーリイヨーリ (命令形)。 入りなさい入りなさい。 
(執心60下) 










母に  クヌ ヨー ファファニ  このことを母に 
し
知らしやうち 、 シラショーチ (テ形)、  お知らせして、 
(護佐丸39下) 








此のやう  ザスィニ クヌ ヨー  座主にこのことを 
し
知らしやうち、  シラショーチ (テ形)、  お知らせして、 
(女物狂250上) 
話手＝小僧 聞手＝盗人･子 主語＝小僧 補語＝座主(目上) 
 
(30)ショーチ(テ形) 
ゑい、小僧。 イィー、クズー。 さあ、小僧。 
ふんべつ
分別をしやうち、 フンビツィウゥ ショーチ(テ形)､ 分別をいたして、 
しばて
お
置こうや。 シバティ ウコーヤ。 しばって置こうよ。 
(女物狂252上) 


























































































































明日拝みましょう])(小高恭 2002:233)、「グスーヨー チューヤ イィー グス
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